
松藤孝一さんによるレクチャーのレポート 

2008 年 11 月 11 日 

11 月 2 日、テーマ展出品作家松藤孝一さんのレクチャーが行われました。松藤さんのこれまでの歩み、

ガラスの赤ちゃんの制作過程などをお話していただきました。 

↑レクチャー後質問を受ける松藤さん 

簡単ですが、レクチャーの内容を一部ご紹介！ 

今回展示しているガラスの赤ちゃんの原形が誕生したのは、アメリカ留学中のこと。その当時社会問

題となった「クローン」から生れました。アメリカでは、コンセプトやテーマ性のある制作が重要視さ



れたそうです。 

↑《Copy-babies》1999 年 

日本に帰国後、日本美術に触れたことを通して、ガラスの赤ちゃんは進化を遂げていきます。特に康

勝作《空也上人像》を知ったときの衝撃は、とても大きかったそうです。赤ちゃんの口から蝶が飛び出

した作品は、この康勝の作品から着想されました。 



↑あまりに斬新な造形！！康勝作《空也上人像》13 世紀初期 京都・六波羅蜜寺  

《宙遊赤子座像》 



制作過程も興味深いです。最初は蝋で赤ちゃんの形を作ります。 

↑黒い蝋で作るので、ガラスとはずいぶん印象が異なります。 

 蝋から石膏で型をとり、そこへガラスを流し込みます。それからガラスを何日もかけてゆっくりと冷

やし、ようやくガラスの像ができます。さらにガラスの表面を磨き、ふっくら、つるっと滑らかな赤ち

ゃんの肌が仕上がります。 

また赤ちゃんは目にも注目！です。目は表情を左右する一番重要な箇所で、目の形や大きさ、色など、

今回松藤さんが特に試行錯誤を重ねたところです。 



↑《宙遊赤子座像》部分 

現代美術の面白いところは、アーティストの作品を、制作された同じ時間・時代の中で享受できると

ころ。レクチャーでは、長い時間を積み重ね、また出会いや経験、偶然の出来事を通して様々な試行錯

誤や模索を繰り返してきた松藤さんの制作が良く分かりました。そしてたどり着いた今回の展示。過去

のどの作品とも違うものになっていて、ガラスの赤ちゃんが醸し出すなんとも不思議な空間が体感でき

ます。松藤さんの「今」をぜひ目撃してください！！ 

（MRM) 

松藤孝一さんの HP→http://www.koichimatsufuji.com/ 



漫画家ファイニンガー 

2008 年 11 月 06 日 

 ライオネル・ファイニンガー展、好評開催中です！ クリスタルの画家ファイニンガーにオモチャ作家

としての側面があることは、10 月 20 日に HF 学芸員がこのブログでお話ししました。今日は、さらに別

の興味深い側面についてご紹介しましょう。 

 ファイニンガーはなんと漫画家でもありました。1906 年の一時期、アメリカの『シカゴ・サンデー・

トリビューン』という新聞に、毎週日曜日「キンダー・キッズ」という漫画を描いていたのです。これ

は、キンダー家の 3兄弟と 1匹の愛犬がバスタブに乗ってニューヨークの港から航海の冒険に出る物語

です。今回の展覧会では、この「キンダー・キッズ」から 21話、さらにファイニンガーが同じ年に同じ

新聞に描いていたもう 1つの漫画「ウィー・ウィリー・ウィンキーの世界」から 4話、計 25話のファイ

ニンガー漫画を展示しています。 

 それら 25 話の中で特に面白かったり重要な 11話については、吹き出しの中だけ日本語に変えたもの

をパネルにして、オリジナル作品の横に添えてあります。これらの漫画、とっても楽しいですから、ぜ

ひいらしてご覧になってください。 

▲オリジナル作品（右）と日本語訳パネル（左） 



▲「キンダー・キッズ」の 1コマ（日本語訳パネル） 

 ファイニンガー展は来月 23日までです。会期終盤は混雑が予想されますので、ゆったりしたご観覧を

お望みの方は、どうぞお早目のご来館を！ 

（TO） 


